
「講義 要綱」 にお ける

仮名本 語 と原語 の綴 りとの関係 につ いて

POPESCUFLOR-N

一 は じめに

「講 義要 綱 」 と呼 ばれ る キ リシタ ン資料 は尾 原 悟氏 が紹 介 され た 写本で あ る。 イエ ズ ス会

日本 年 報 に よる と、1593年 に 当時 の イエ ズ ス会 日本副 管 区長ペ ロ ・ゴメス師 によって編 著 さ

れ 、1595年 にイ エ ズス会 士 ペ ロ ・ラモ ン師 によ って和 訳 され た とい う。 現在 は 、 ヴァチカ ン

図書 館所 蔵 の ラテ ン語版 とオ ック ス フォー ド大 学 図書館 所蔵 の 日本語版 が残 ってい る。 拙稿

「「講 義 要綱 」の成 立 につ いて」iuでは、いず れ も原 本 ではな く、書写 で ある こ とを指摘 した。

筆 跡 を検 討 した結 果、 ラテ ン語版 で もっ とも分 量 の多 い筆跡 は 日本人 に よるの ではな い か と

い う結 論 に 至っ た。

拙稿 「「講 義要 綱 」にお け るロー マ字 書 きの 本語 につ いて」R)(以 下 「ロー マ字本 語 」 と略

称 す る)、 「「講 義 要綱」にお ける仮名 書 き の本語 につ いて」〔')(以下 「仮名本語 」 と略称す る)

で は、 「本語 」 と呼 ばれ る 、和文 の 中 に出 て く る外 国語 を考 察 して き た。 「ローマ字 本語 」 で

は、 ローマ 字 書 きの本語 は大 体 ラテ ン語 の もの(445%)と ポル トガル 語の もの(23,7%)が あ

るが 、ポル トガル 語 の形 を してい る語 の中 で も語末 の二三文 字以外 ラテン語の 語形 であ って 、

語 末 だ けを ポル トガル 語風 に換 え られ た ものが 多 い ことを指 摘 し、筆記者 が 本語 をポル トガ

ル 語で 表記 す る強 い意図 が あ った とい う結論 に至 った。

拙稿 「仮名 本 語」 で は、 本語 の揺 れ の も ととな った原因 を 三種類 に分 けた。 それ は 、一つ

目には誤 写 に基 づ くで あろ う誤字 ・脱字 ・術字 、 二っ には誤 写で はな い仮名 表記 の問題 、三

つ 目には 、 も と とす る言語 の相違 で あ る。 上記 の拙稿 で最 初 の二種類 を検討 した結果 、 本語

が 表記 され て い る形 は ロー マ 字 の綴 りを も とに してい るので はな く、原語 の発 音の形 を もと

と してい る もの で ある こ とが 分 か った。 ま た、 ラテ ン語 か ら和 訳 を行 った ヨー ロッパ人 グル

ー プ と筆記 作 業 を 中心に行 った 日本 人 グル ープ とい う仮 の状 況を考 え、 ヨー ロッパ 人 グルー

プ は ラモ ン師 一人 で はな いか と考 えた。 そ して仮 名本 語 に原語 の ア クセ ン トな ど、発 音 の要

素 が入 っ てい る こ とか ら考 察 し、 和 訳作 業 は ラモ ン師に よっ てな され 、筆記 作業 には 日本人

(1)



と共 に 、 ヨー ロ ッパ人 宣教師 が携 わって 、本語 の発 音 を提供 した ので はな いか と言 う結 論 に

至 った。 ただ し、 この ヨー ロ ッパ人 は ラモ ン師 自身で あった か ど うか は分か らない。

「仮名 本 語」 で指 摘 した よ うに 、 日本 語版 の中 に出 て く る仮 名 本 語 は 、6割 以 上 が ポル ト

ガル 語 、1割 強(1L9%)が ラテ ン語 の形 、15%程 度 が ラテ ン語 とポ ル トガル 語 と共通 して い

る形 、残 りは ラテ ン語 とポル トガル 語 にな い形で あ る。 それ らの語 には 、スペ イ ン語 に近 い

形 があ る。

日本語 版 の も とにあ るの は ラテン語版 なの に、なぜ 本語 の大 半 ポル トガル語 で 書い て あ る

の だ ろ う。本 稿 で は、三番 目の相 違の原 因 となる、 も と とす る言 語 の語形 の 中か ら、文 法的

な 変化 に よる相 違 を検 討 して ゆ く。

二 原語における文法的変化による相違

本語 が 和文 中で機 能 してい る以上 、それ らには 日本 語 の統語 論 的職能 を示す 助詞 ・助 動詞

な どが 付 くよ うにな ってい る。 しか し、原語 の文 法規則 に よ る屈 曲形 の例 も見 られ る。

和 文 中で本語 を屈 曲す る必 要性 は原 則 的 にない ものの 、屈 曲 した本 語 が ラテ ン語の 特徴 を

持 った り、ポル トガル語 の特 徴 を持 った りす るの で、本 語の も との言葉 を検 討 す るに 当た っ

てそれ らの特徴 を考 え る必要 が ある。

な お 、 「仮 名 本語 」 で誤 写や省 略表 記 な どに よっ て語形 が 分 か らな くな って い る単語 は仮

名 本語 の1%程 度 あ るが、 これ らを検討 か ら外す こ とにす る。

二 ・1名 詞

「仮 名本 語」 で指 摘 した よ うに、仮名 本語 は2,201種 類 、 延べ14,643語 あ る。 そ の内 に、名

詞 は926種 類 、延 べ11,656$)あ る。 ラテ ン語 版 の原 文 にお ける格 に 対 して 、和文 中にお け る統

語論上の機能は日本語の文法に準じて示されている。

例:余 ノ悪 人 ヲ シユイ ソヲ以テL明 シ 玉イ テ此等 ヲイ ンヘ ル ノ ー シ玉 シ事尤 也(241

オ)(本 語 には 下線 を付 した)

マルチリヨ囚カリタアテnア クトn内 二頭上ノz魍

三ニハヒイテスカレリシア図二対図力死スル事是也

ラテ ン語版 にお け る数 も、 日本 語特有 の複 数標識 に よって示 され る場合 が あ る。
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「～ 達 」4種 類 。 例:ド トウ ル 達(doutorポ ル トガ ル 語(以 下 は 「ポ 」 と省 略 す る)、 学

匠)

「～ 衆 」1種 類 。 例:キ リ シ タ ン衆

「～ 等 」3種 類 。 例:ハ リセ ヲ等(fariseosポ 、 パ リサ イ 族)

「諸 ノ ～ 」1種 類 。 例:諸 ノ マ ル チ レス(martiresポ 、 殉 教 士)

反復 形3種 類 。 例:テ ンホ ロ＼/(temploポ 、寺)

つ ま り、 ヨー ロ ッパ の諸 言 語 にお いて 屈 曲 に よって示 す名詞 の格 は助詞 、数 は語 句、 また

は接 尾語 に よって 示 され て、 本語 の名 詞 が もっ とも一般 的に取 る形 は原語 にお け る主格 単数

形 で あ る。

格 と数 が 日本語 特 有の標 識 で示 され て い る以上 、本 語は 主格単数形 で十分 な はず であ るが、

実際 複数 形 で出 て くる言葉 は 多 く、主 格 以外 での 形の語 に も若 干 ある。

まず 、複 数形 の様子 を見 る。 書 名 に含 まれ る ものを 除 く と、複数 形 を取 っ てい る名詞 は71

種 類 で598例(異 な り語 の名 詞 の内7.6%で 、 延 べ の内5.1%)あ り、 日本語 式 の複 数 形 の例 よ

り遙か に多 い。

日本 語 式の 複数 と原 語式 の複数 を示 す 接 尾語 が 同時 に付 い てい る語 がい くつか あ る(た と

えば 、上 の例 の 「諸 ノマル チ レス」)。日本 語 の複 数形 式 と原 語 にお ける複 数 形式 の間 に はっ

き り した使 い 分 け はない よ うで あ るが 、だ い た い 日本語 式 の複数 形 を取 る語 は、本 書 に限 ら

ず 、1590年 版 「ドチ リナ キ リシタ ン」、1591年 版 「サ ン トスの御作 業 」、1593年 版 「ヒイデ ス

の 導師 」 な ど、他 のキ リシ タ ン資料 に も出現 例数 が 多い。

数 の標 識 は 、ほ とん どの場 合 に語 尾 一sとな って い る。 例外 は、本語 二つ 以 上 によ って構成

され る表 現 に入 って い る数 例 の み で あ る。-sに よ る複 数形 は ポル トガル語 や スペイ ン語 のす

べ て の名 詞 と形容 詞 に共通 す るが 、 ラテ ン語 で は主格 で複 数形 がsに 終 わ る言葉 は第 三転尾

の もの だけ で あ る。つ ま り、-sに よる複 数形 が ラテ ン語 では第 一転 尾 と第二 転尾 の名詞 の も

ので あ る場 合 は、 それ らの名 詞 が ポル トガル 語 と して扱 われ て いる ことにな る。

例:セ レモ ニア ス(ラ テ ン語(以 下 は 「ラ」 と省略 す る)ceremonia、 ポcerimonias)

第一 転尾 名詞 セ レモ ニ アス の場合 、 この語 を一sが付い た ラテ ン語 と考 えるこ ともで き、 また

ポル トガル 語 と考 える こ ともで き る。 そ の場 合 、 「仮名 本 語」N)で指摘 したiとeの 混 同が生 じ

て いる こ とにな る。どち らに して も、この語 が ポル トガル語 として扱 われて い る ことにな る。

しか し、 実際 には第 三転 尾 の語 が第 一 と第 二 転尾 の もの よ り多 く、複 数形 の形 で 区別 で き

な い本 語 が残 る。
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例:ヒ ル ツ ウテ ス(ラvi血tesか 、 ポvirtudesか)

この よ うな複 数形 では ラテ ン語 かポル トガ ル語か判 断 で きない。

次に格 の表 示 につ いて 考 え る。格 の表示 は、 ラテ ン語 で は語尾 変化 に よるの に対 して 、 ポ

ル トガル語 や スペイ ン語 で は冠詞 の形 によ る。 日本 語版 で は 、冠詞 が 出現 す るこ とが全 くな

いた め、 ポル トガル語 に基づ いた本語 は 実質主格 の形 しか と らない 。

主 格以 外 の形 で 出て くる本語 は ラテ ン語 の 異な り34語 、 延 べ53例 で あ る。926語 あ る本 語

の名詞 の 内 に異 な り語 数 として5%に も至 らな い。 しか し、100語 ほ ど しか な い ラテ ン語 の名

詞 の 中で は3割 以 上で ある。

主格以 外の形 を取 って い る34語(延 べ53例)の 内 、10語(延 べ15例)は 単 独 で 出て きて 、24

語(38例)が2語 以上 によ って構成 され た表 現 の中 に出て く る。

2語 以 上 の表 現の場 合 は、 これ らの語 が とる格標 識 が原語 にお ける構 文 に よ って決 め られ

る こ とは あ ろ うが 、単独 で 出て くる語 は、 主格以 外の 形 を とって い る こ とは原 語 の規 則 に よ

る もので はない ことは確 実 であ る。 これ らを表1に あげ る。

表1

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

語

ハ フ ミ.ニ ス

フル ミニ ス

サ ンキニ ス

イ ンテ ンシ ヨ ウニス

ハ アチ リス

ケ レア トウレン

コル ヂス

セ ロル ン

ハ アテ レン

メ ンチ ス

ラテ ン語

fla血nis

fluminis

sangultlls

intentionis

pa面s

creatorem

Gordis

calorum

pa鵬m

mentis

格

属

属

属

属

属

対

属

属

対

属

原形

flamen

flumen

sanguis

mten口0

pater

creator

cor

c81um

pater

wens

(意味)

風 、息

例数

3

流れる水z

血

意向

父

作者

心

天

父

理性

3

童

i

1

1

1

1

1

場所

276v注

276v注

276v注

315u

271v引 用

1640引 用

312v

184r

157v引 用

304v引 用

名 詞 の全体 の 内、主格 以 外 の形 を とった語 は表1に あ る単一 語 の表 現 の10語 だ けで あ るか

ら、本 語 の表 記 され る形が 基本的 に 主格で あ る ことは明 らか で 、 これ らの10例 は 単な る例 外

に過 ぎな い だろ う。 そ して、 これ らの10語 に関 して も、置 か れ てい る前 後 の文 脈 を見れ ば、
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主格 以外 の形 を とっ た理 由が分 か る。

まず 、表1の い くつ かの語 は先 行 の別 の本 語 を修飾 してい る。

例:

(A)ハ ウチ スモ ハ 以上 三 ツ ア リ。 フル ミニ ス 、ハ ラ ミニス 、サ ン キニス 、是 也。 フル

ミニス トハ水 ノハ ウチ スモ ノ事也 。ハ ラ ミニ ス トハ授 リタ ク思 望 ミノハ ウチスモ也 。 サ

ン キニ ス トハ マル チル ノ血 ノハ ウチ スモ ナ リ。(バ ウチ ズモ(洗 礼)は 以上 三つ あ る。

これ らは フル ミニス(水 の)(洗 礼)、 ハ ラ ミニス(風 の)(洗 礼)、 サン キニス(血 の)

(洗礼)で あ る。)(276ウ の上 部 に あ る注)。

(B)ア モル ノ クワ ンチ タ アテ ト云 テ分 量 ハ ニサマ ニア リ。一 ツハ インテ ン シ ヨ ウニ ス

ト云 テ 、 心 中 ヨ リ深 ク 御 大 切 二 存 シ 奉 ル コ ト。 ニ ニ ハ 、Apreciationisト 云 テ 、 深 クDsヲ

重 ジ 無 二 無 三 二 思 イ 奉 ル 大 切 ナ リ。(ア モ ル(amorラ ・ポ 共 通 、 愛 情)の ク ワ ン チ タ

ア テ(quantidadeポ 、量)と 言 う分 量 は 二 種 類 あ る。 一 つ は 、イ ン テ ン シ ヨ ウニ ス(意

向 の)(分 量)と 言 っ て 、 心 中 よ り深 く大 切 に 存 じ奉 る こ と、 も う一 つ は 、appreciationis

(評価 の)(分 量)と 言 っ て、Ds(デ ウス)を 深 く重ん じ無 二無三 として思 う愛情 であ る。)

(315ウ)

(A)で は 、仮名 表 記 の フル ミニ ス 、ハ ラ ミニ ス 、サ ンキ ニス はその 前 にあ るハ ウチ スモ を

修 飾 して お り、 それ に見 合 った 属格 を とって い るのだ ろ う。 単独 で 出て く る形 もなぜか 属格

となっ てい る。

(B)で は 、仮 名表 記 のイ ンテ ンシ ヨ ウニ ス、そ して ローマ 字表記 のApreciationis(正 しくは

appreciationis)は 直前 に 出て く るク ワ ンチ タ アテ を修飾 して い るの であ る。 ラテ ン語 版 に も

該 当個 所 に 同 じ修 飾 関係 が 見 られ 、 な ぜ か これ らの2語 は格 表示 をラテ ン語版 のま ま に掲載

され た よ うで あ る。

しかし、先行する語を修飾する語または表現が羅列される例は他にもたくさんあるが、仮

名本語が属格を取るのはこれ らの例だけである。

(C)Dsヲ 敬 イ 奉 二三 ノア ク ト篭 ル ト心 得 ヨ。 一 ニハ(中 略)分 別 ノア ク トナ リ。 ニ ニ

ハ(中 略)ヲ ン タアテ ノア ク ト也。 三 ツニハ 辞 ヲ以 テ ナ リ トモ、外 ノ様 ヲ以 テナ リ トモ

(中略)敬 イ ヲ顕 ス事 也。

こ の 文 の 場 合 に も 、 ラ テ ン 語 版 の 該 当 個 所 を 見 る と 、 「分 別 ノ ア ク ト」 はactusipsius

intellecros(理 性 そ の もの の 行 為)、 「ヲ ン タ ア テ ノ ア ク ト」 はatlasvoluntatis(意 志 の 行 為)、

actusexteriorと な っ て い る 。 一 つ 目intellectusに 対 し て は 適 切 な 訳 語 と思 わ れ た 「分 別 」 が あ

(5)



って 日本語 で表 され る。 二つ 目voluntas,-tisに対 して は多用 され るポル トガ ル語 の ヲ ンタア テ

が使 われ るが 、冠詞 がな い た め必然 的 に原 語 の格 表 示 が な くなっ て い る。 そ して 三つ 目の

exterior(ラ ・ポ共通 、そ との)に 対す る訳語 が おそ ら く 「外 の 」であ るが 、これ だけで は 「上

辺 の」 とい うニ コ.アンスが 充分顕 著で なか ったた めか 、説明 の 文が加 え られ て い る。

(A)、(B)の 例 文 におい て 、属格 の形 を取 っ てい る語 は先 行 す る本 語 を修 飾 して い るだ け

でな く、 これ らの語 が珍 しくてポル トガル 語 で も 日本語 で も一対 一 の訳 が な か った こ とが 、

その まま使 用 され る原 因 なの であ る。 これ らの語 が珍 しい の は、 出現 して か ら、 日本語 の 説

明がつ いてい る ところか らも分か る。

単一 語で 、主格 以外 の表 現 が出て くる も う一つ の場合 は 、 これ らの語 が 文 の 中に もっ機 能

性 が低 く、引用 に近 い状態 で 用い られ る場面 で あ る。

(D)一 番 ノアル チイ コ ノハ アテ レン ト云三番 メ(の)辞 ノ釈 事(第 一 ヶ条 のp礁emと い

う三番 目の言葉 の釈 の こ と)

本 文 の この辺 りで は、 カ トリックの祈 祷文Credoの 細か な解 釈 で 、 「一 番 ノアル チイ コ」 と

はそ の第 一文 で あ る。148オ にこ の祈梼 文 が ラテ ン語 で完全 に掲 載 され てい るの で、 この 第

一文 を以下 にあ げる。

(E)CredoinvnumDeu叫 匝 ヨ(patrem)omnipotente叫breatorelc組 ちeUeπ ガ(term)(天

地 の御 作者 、全 能の父 、神様 一人 を信 じる。0に は正 しい 綴 りを入 れ た)

この第一 ヶ条 にあ るそれ ぞれ の単 語 につ いて細 か く解説 す る章が ある。palremは ハ アテ レ

ン と表 記 され157ウ に、creatore'はケ レア トウ レン と表記 され164rに 、そ れ ぞれ 章 の題名 と し

て再び 出現 し、(E)で とって い る対 格の 形 をそ のまま仮名 で 再掲 され て い る。 つ ま り、(E)に

あ る語 が仮 名 表記 で 引用 され て いる 訳 で ある。表1の 第8項 目セ ロル ンも 同 じよ うな 文脈 で

出て くる。

表1の 残 りの2語(メ ンチ ス、 コル ヂ ス)に 関 して は 、修 飾す る と ころ と、引用 に 近 い と

ころ とを兼 ねてい る。

(F)【 空 白】 ト云テ、 アニマ ノア ヒ ト也。 メンチス トハ即 アニマ ノ心 也。

この部分 は ア ヒ ト(習 慣)が ヒル ツス(道 徳)の 一 つの あ り方 で あ るこ とにつ い て述べ る

もの で、 ラテ ン語版 と比 較す ると、皿entisは節 の題名habitus皿ends(理 性 の習慣)に 入 って い

る。 した が って1日 本 語版 にお いて も、 空 白 となっ てい る箇 所 に ローマ 字 のmendsが 入 る は

ずで あ るが 、直 後 に出 て くる仮名 表 記 の メン チス は、 ア ヒ トを修 飾 す る と共 に 、【空 白】 に

入 るはずだ ったmentisの 発音 を表 す。
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つ ま り、以 上 の10語 が主格 以 外 の格 を取 って い るの は 、先 行す る語 を修飾す る ことが 一つ

の原 因 であ るが 、それ だ けで はな い。 難 語 で あるか、 も しくは一 旦 前 にmマ 字 で出た 形 を

その まま仮名 表記 に してい る点 が も う一つ の 要因で あろ う。

2語 以 上 で構 成 され る表 現 に 出て くる残 りの24語(延 べ38例)は 前置詞 の付 く名詞 と、名

詞 が 中心 となっ てい る表現 で 、名 詞 が取 っ て い る格 は本語 の表現 の 文法 的な 関係 が要求 す る

もの と一致 してい る。 なお、 ラテ ン語c出lumとpaterは 以上 の、単独 で出て くる例 とともに、2

語 以上 の 表現 の中 に も出 て くる。

(G)ラ ウス テ イ(]ausDei(神 様 の 誉 れ),]aus(誉 れ)、Dei<Deusの 属 格 形)

(H)ヘ ル チ ス ツル ク シ ヤ ウ ネ ス マ テ リヱ(68オ 注 、perdestructionesmateri$(材 料 の 破 壊

に よ っ て)、per(～ に よ っ て)は 対 格 を 要 求 す る 前 置 詞 で 、desttuctiones<destructio(破

壊)の 対 格 形 、materia<materia(材 料)の 属 格 形)

(1)イ ン デ ウ ト(inVOIO(意 思 表 示 に)、inは 奪 格 を 要 求 す る前 置 詞 で、VO[O<votumの

奪 格)

これ らの表 現 は前 置詞 の付 い た名詞 と、 名詞 を中心 と した(前 置詞 以外の)句 とに大別 で

き る。 名 詞 を中心 に した句 は 、書名 のActaApostolontmを 除 くと、殆 どが出現 例 一つだ けで

あ る。 上 の単独 語 の場合 と同様 、 これ らの表 現は難 語 を含ん だ ものか 、一旦 ロー マ字で 出て

きた語 の発 音 を仮 名 表記 した もの であ る。 しか し、例外 と して、 前置詞 のっ いた名 詞か らな

る表 現 では ヲ ト(例(D)が あ る。 この 語は 単独 形 ヲ トとして ポル トガル 語 として も頻 出 して

い る。

つ ま り、 表現 の構 文 が分か りに くい 二語 以 上の 表現 はラテ ン語 で表 され、 かつ もとの構文

をその まま に保 って出 て きてい る。単 一語 で 出て くる語 は、(A),(B)に 出 て くるバ ウチ スモ 、

ア モル の よ うに修 飾 され る語 が比 較 的頻 用 され る こと もあ って、ポル トガル語 で出 てい るが 、

難 語の ほ うは ラテ ン語 のま ま、 しか も格 を保 存 したま まで 出て くる。 そ して 、両 方 の言 葉 が

比 較的頻 用 され る場 合 、また 適切 な 日本語 訳 が あ る場合 は 、それ らは ポル トガル 語で 、 も し

くは 日本 語 で出 て くる。

この現象 か ら分 かる こ とが何 点 か あ る。

1.難 解 な構 文 はそ のま まラテ ン語 で記 され る。

2.構文 が分 か るが 、表 現 を構成 す る どち らか の 語が難 語 な らこれ を ラテ ン語 で、 簡 単な方 を

ポル トガル 語 、あ るいは 日本語 にす る。
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3.適 切 な 訳が ある とき、 ラテ ン語 を使わ ない。

とい う三 っの段 階 があ るよ うである。

つ ま り、難 易度 として は 、ポル トガル語 は 日本 語 とラテ ン語 の 間 と して とらえ られ てい た

こ とが分 か る。

二・2形 容詞

形容詞 に関 して は、修 飾す る名 詞 が 日本語 で あ る場合 の 一部 に のみ 、 「ノ」ま たは 「ナル 」

を取 って後 続の名 詞 と繋 ぐ場合 もあ るが 、助詞 を介 さず に並べ る場 合 が もっ とも多 い。

例:ア シテ ンタノ ノ

ス ヒ リツアノ ノ

シユ ス トナル根 元

ナツ ラル精 力

ヲ リシナル 科

形 容 詞 が修 飾 す る名 詞 が 同 じく本 語 で あ る場 合 、助 詞 は 介 され な い 。

例:ベ ゼ タ チ イ ワ ・ア ニ マ(vegetativaanimaラ 、 身 体 の 基 本 機 能 を担 当す る魂)

ウニ ヘ ル サ ル ・シ ユ イ ゾ(universaljuizoポ 、 全 員 の 審 判)

ま た、 日本語 で形 容詞 は 、修飾 す る名詞 に先行 す る こ とにな って い るが 、形容 詞 も名 詞 も

本 語 であ る場合 には、そ う とは限 らない。

例:カ ロル ナ ツ ラル(calornaturalラ ・ポ 共 通 、 自然 に もつ 熱)1例

ハ ライ ソ テ レア ル(paraisoCerealラ ・ポ 共 通 、 地 上 の 天 国)11例

つ ま り、形 容詞 と、そ れ が修飾す る名 詞 の両 方 が本語 で ある ときは 、2語 が 日本 語 の文 章

と して並 べ られ て い るの で はな く、 それ らによっ て作 られ た表 現 が 、順番 が 後置 修飾 ・前 置

修 飾 の どち らで もあ りえる原語の もの と して記 され てい るこ とが分 か る。

仮 名表 記 の形 容 詞 は異 な り語214、 延 べ2,202例 ある。原 語 に お いて 、形 容詞 は格、文 法 的

性 と数 に よ って屈 曲す るが、 日本語 版 に出て くる屈 曲形 は ラテ ン語 の4語(延 べ11例)以 外 、

性 と数 の み が表示 され て 、格 を表 示す る ことが な い。 そ の形 は 、修 飾 す る名詞 の性 ・数 に よ

って決 ま る。 この調 和は 、形 容詞 が修 飾 され る名 詞 と接近 して い る時 は も とよ り、離れ て い

る時 に も見 られ る特徴 で あ る。

例:ス キ ス マ チ コ ・サ セ ル タ ウ テ(schismaticoSacerdoteポ 、 宗 派 分 立 の 教 会 役 人 、 形
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容詞 は男 性名詞sacerdoteに 見合 った男性 の形 を とっている)

ア ツ ツ ス ・ヒ リム ス ・ス ス タ ン シ ア リス(actusPrimussubstantialisラ 、 第 一 の 物

質 的 行 為 、 形 容 詞primusとsubstantialisは 男 性 名 詞actusに 見 合 っ た 形 を とっ て い

る)

ス カ ン タ ロ バ ニ 様 ニ ア リ ト心 得 ヨ。 一 ニ ハ ハ シ ヲ゜ ト云 フ也 。(327ウ 。pasivo(ポ 、

無 作 為 の)は 先 行 す る 男 性 名 詞scandalo(ポ 、 騒 動)に 見 合 っ た 形 を とっ て い る)

男性 ・女性 の 区別 が あ る形容 詞 は120種 類 で、 出現 例 は女性 が458、 男性 が351あ るが、 形

容 詞 が修飾 す る名 詞 と調 和 してい な い例 は7例 で あ る。 ま た、 すべ ての 形容詞 が数 に よって

変 化す るが 、数 の不 調和 は ま た7例 だ けで ある。っ ま り、男女 の例 を合 わせ た809例 の内 に、

不調 和 の例 が1.6%ほ どで 、調 和が 固 く守 られ てい る ことが分か る。

名 詞 、形容 詞 な ど、本 語 の二語 以 上 か らな る表 現 の特徴 を ここで ま とめる。

(1)助 詞 が 間に入 らな い場合 が 多い。

(2)日 本 語 にお いて は形容 詞 が名 詞 に先 行 す る こ とにな ってい るが 、本語 の順 番 はそ うと

限 らない。

(3)日 本語 で は、形容 詞 と名 詞 の 間 に性 ・数 な どの調和 の必要 はな いが、実 際 は殆 どの場

合 に調和 がな されて いる。

つ ま り、本語 に よる形容詞 と名 詞 か らなる表 現の 場合、構 文は原語 に準 じてい る訳で あ る。

二 ・3副 掃司

副詞 は助 詞 を添 付 され ず にそ の まま使 用 され る。 これ は、 比較的 に多用 され るい くつ か の

ラテ ン語 副 詞が 「一¢」 に終 わ り、 「か まへ て 」、 「あへて 」な ど、 日本語 の副詞 と似 て い るこ

と と関係 が あ るか も しれ ない。

例:三 ヶ条 ヲハエ ス ヒ リシ テ信 セ シ 、相 残 リヲハイ ン ヒ リシテ信セ ラ レシ ト云 フ差 別 マ

テ也。(三 つの条 は 明 らか な もの と して信 じ、 その残 りは含蓄 的 に信 じて いた とい う

差別 まで)(80オ)

経文 ヲエス ヒ リシテ 信 スル ト云 フ也(宗 教 書 を明 らか な もの と して信 じる とい うこ

とで あ る)(80オ)

二 番 目の 例で は、エ ス ヒ リシテ の最 後 の 二字 は略 字 「メ」 とな ってお り、おそ らく筆記者

は どこま で本語 、 どこか ら副詞 に つ くべ き 日本語 の接 辞 と して の 「シテ 」か混 乱 して い たの

(9)



で あ ろ う。

動詞 の 直前 に先行 す る場合 は、本 語の副 詞 が動詞 を修 飾 す る こ とは比 較的 分 か りや す い。

しか し、 ラテ ン語版 で動詞 が 目的語 を取 る場合 、 日本語 版 で は、 目的 語 の方 が動 詞 の直 前 に

置 かれ 、副 詞 は動詞 と目的語 に よって作 られ た動詞句 の前 に置 かれ る こ とが多 い。結 果 と し

て 、副 詞が 名詞 に先行 す る こ とが多 い。 そ して、副詞 が助詞 な どで副 詞 で あ るこ とを示 され

て い ない ため、原 語 の知識 が なけれ ば事実 上形容 詞 と区別 がっ か ない こ とが多 い。特 に、後

続 の名詞 が本語 で あ る時 に分 か りに くい。

例:(1)佛 又 イ ンヘ ル ヘイテ 此マ タメ ン トヲ保 ツ事ハDsノ カ ラサ ヲ以 テ 世界 ニテ安 キ 事

也 。(292オ:イ ンヘルヘ イ テ ラ(?)、 不完 全 に。マ タメ ン ト ポ 、戒 律 。 カ ラサ

ポ、慈 悲。 仏 教 では この戒 律 が不完 全 に しか守れ な い こ とだ が、 デ ウスの慈 悲 に よ

って全世 界 で(守 るの が)容 易 な こ とであ る。)

(2)神 等 ヲ拝 ム事 ハ ホル マ リテル 、バ ラスヘ ミヤ ヲナ ス ト分 別 セ ヨ。(312ウ)(佛

神 を拝 む事 は、形 式 の上で異端 を犯す と分別せ よ)

(3)ホ ル マ リテル 、 スカン タ ロ ト云テ,..(328ウ)(形 式上 で は 、騒 ぎ と言 っ て)

formaliter(ラ 、形 式上)は ラテ ン語 の副詞 で ある ことを考 慮 に入 れ 、 ラテ ン語版 で該 当

す る文 と比較す る と、 上の 文 にお いて これ が動詞 にかか って い る こ とが分 か るが 、 ラテ ン語

を知 らな い 日本 語版 の読 者 には、 ホル マ リテル ・バ ラスヘ ミヤ 、そ してホ ル マ リテル ・ス カ

ン タロ と、 後続 の名詞 を修飾 して い る形容 詞 として誤解 しや す い。

formalizer、naturaliter、simpliciterな ど一terに終 わ る副詞 は 、 ラテ ン語 を知 らない読 者 は後

続 す る名詞 にかか る形容 詞 として 混乱す る恐 れが あった と して も、 同 じ形 の言 葉 はポル トガ

ル 語 な どに ない ので 、少 な くとも元 にあ る原 語 はラテ ン語 と断定 で き る。 しか し、本 節 の初

めに紹 介 した一eに終 わ る副詞 に関 して は、原語 す ら判 断 しに くい 場合 があ る。

例:(4)是 ヲ以テ ×ノヱ ス ヒ リシテ{タ 上堕 肝 要也 ト云 事 明 也。(86ウ 、{}は 挿 入

され た文字 。xは 「キ リシ ト」 を 意味す る合 字で あ る)

(5)至 極 ノネセ シタ アテ(ノ)時 、 ヒ リワテ 、ハ ウチ スモ ヲ授 クル 事 ハ モル タル 科

ニア ラザル 也。(276オ)

(4)の 例で は 、語尾 が形 容詞 の 「タ」 に訂 正 され て い る。expliciteは仮 名 表 記で35回 出現 す

るが 、 これ は 「エ ス ヒリシテ」が 出現 す る九例 目で、そ の 内で本 語 の名 詞 に先行 す る三番 目

の例 で ある。例(4)の 前に あ る2例 か らの類推 で 、筆 記作 業 グルー プは もはや これ を、名 詞 を

修 飾 す る形 容詞 と見 な していただ ろ うと推定 でき る。
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実 際 ポル トガル 語 で一eに終 わ る形容 詞 もあ るた め、 副詞 を形容 詞 と混 乱す る この よ うな誤

解 は さ らに招 きや す かっ ただ ろ う。

例:(6)此 ミ リタ ンテ ノ恵化 ハ チ リンハ ンテ ニ続 ク ト云ヘ リ。(111ウ)(恵 化 はエ

ケ レジア(教 会)の 漢 字 表記)

(7)フ ル テ ンテナル 数 多 ノ老体 ノ内二居 ルヘ シ ト云 ウ語也。(336オ)

ポル トガル語 の 形容 詞 が あっ て、 そ して 副詞 が名詞 に先行 す る場 合 が あるか ら、筆記 作業

グル ー プは(2)一(5)の 例 の副 詞 を も形 容詞 と見 な した であ ろ う。元 の言語 を判 断す るため に、

これ ら と同 じ環境 に あ る語 を全 部 と りあ げてみ た。

表2

番号

i

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ii

12

13

14

15

仮名表記

エス ヒ リシテ

イ ンヘ ル ヘイ テ

イ ン ヒ リシテ

イ ンチ レキテ

ス ンメ

シユ リチセ

ヒ リワアテ

イ ンチヘ レンテ

イ ノセ ンテ

イ ンス タンテ

イ ンテ ンシへ

ミ リタ ンテ

ヲニ ホテ ンテ

フルテ ンテ

サ ヒエ ンテ

ラテ ン語 の綴 り

explicate

impedei[e

implicite

induecte

SU皿 皿e

juridice

pnvate

indifference

inocente

tnstante

intensive

militante

o[ntupotente

prudente

sapience

ポル トガル 語 に該当す る:

副詞

explicitamente

impedeitamente

implicitamente

induetamente

summamente

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

形容詞

explicito

imperfeito

implicito

indireto

summo

juridico

privado

indiferente

inocente

instante

intensive

militante

onipotente

prudente

sapience

表2で は 、 日本語 版 にお い て工列 に終 わ る全 ての ラテ ン語副詞 と形 容詞の 本語 をあげ た。

これ らの 語は 全て 、名詞 に先 行 す る場合 があ る。

表2の ポル トガ ル語 の形容 詞 に はeに 終 わ る もの とoに 終わ る もの があ る。

ポル トガ ル 語 の欄 に入 って い る語 を ラテ ン語 の形 態論 か ら分 析す る と、eに 終 わ る形 容詞

は ラテ ン語 の 第 二転 尾 の もの を元 に して お り、oに 終 わ る ものは第 一転尾 の形 容詞 を元 に し
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て い る。oに 終 わる もの に関 しては 、派生 す る副詞 は 女性 形 に接尾 辞 「-mente」(た とえば 、

本 文に 出て くる ソレンネ メンテ(solenementeポ 、荘 厳 に))が 付 くよ うにな って いる ので 、

ラテ ン語 の知識 が あ る者 な ら、誤 解す る恐れ がな い。 っ ま り、8-15の 例 は、後 続す る名 詞 に

下接 す る ポル トガル 語 の形容 詞で 、1-7の 例 は 、 ラテ ン語 の 副詞 で あ る。 この二 種 類 の品 詞

の 間に 混乱 の余 地が 出て きたのは 、両種 類 とも語尾 が 同 じで あ り、名詞 の 前 にお かれ 、 さ ら

に どれ がポル トガル語 で、 どれが ラテ ン語 が分か らな い知識 不 足 のた めで あ る。 句読 点 のな

い ところが混乱 をさ らに生 じやす くした。

二 ・4動 詞

仮名 表記 の動詞 は14語 で延 べ数125例 あ る。

表3仮 名 表記 の動詞

番号

1

2

3

4

5

7

8

9

io

11

12

13

14

is

16

17

18

19

語形

ケ レイ ト

ケ レテ レ

エセ

イ ンテ リゼ ンヂ

アベ ンチス

アシテ ンス

エ ンス

アシエ ラル

カスチ カル

コ ンサ カ ラル

ケ レアル

セ ラル

セネラル

イ ンテ ルヘ レタル

シユ ラル

ヘ ル ミチル

スカ ン タ リゼ ル

テ ンタル

例数

55

2

1

i

1

2

6

6

z

i

3

11

12

1

1

9

1

10

ロー マ 字

credo

credere

esse

intelligendi

habentis

accidens

ens

adjurar

castigaz

consacrar

crear

gerar

genera

interpretar

jura「

permitir

scandalizer

文法的部類

直説法

不定法

不定法

動名詞

現在分詞

現在分詞

現在分詞

不定法

不定法

不定法

不定法

不定法

不定法

不定法

不定法

不定法

不定法

該当する原語

ラテ ン語

ラテ ン語

ラテ ン語

ラテ ン語

ラテ ン語

ラテ ン語

ラテ ン語

ポル トガル語

ポル トガル語

ポル トガル語

ポル トガル語

ポル トガル語

スペ イ ン語

ポ ル トガル 語

ポル トガル語

ポル トガル語

ポル トガル語

tentar 不定法 ボ ノレ トズノノレ語
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まず 、 ラテ ン語 の形 を見 る。55例 出 て くる、 唯一 の述 語 的法 のcredo(接 続 法、 現在 、 一

人 称 単数)は 、祈 祷名 を指 して い る例 が圧 倒 的 に多 く、和 文で動 詞 として機 能 してい る例 は

ない。

同 じ動 詞の 不定 法 「credere」もあ るが 、出て くる二例 とも、81ウ にある第十 二章 の題名 「ヒ

イ テ ス ノー番 ノア ク トハ 、 ケ レテ レ ト云 テ信 スル コ トト云 フ事」 と、二行後 に あ る、ほ ぼ同

じ形 の本文 で あ る。 しか し、 これ らの例 の ケ レテ レは述語 では ない。

も う一つ の ラテ ン語 の不定 法 「エセ 」 は前 後 に全 く説 明 な しに54オ の一カ所 だ けに出 て く

る。

Dsヨ リア ニマ ラ シ ヨナ ル ヲ色 身 二托 シ玉 フ事 、只其 ア ニマ ノエ セ ヲ以テ 色身 二命 ヲ与

へ、 諸 ノ所 作 ノ根本 トナル ヘ キ為 也。

確か に、 「エセ 」 は機 能 して い るが 、動 詞 と して ではな くて、抽象名 詞 として で ある。

つ ま り、 ラテ ン語 を も とに して い る と思 われ る、表3の1-3の 本 語 は述語 と して用 い られ

るこ とが ない。

残 りの ラテ ン語 に基づ い た形 で は 、動名 詞 と分詞 があ る。 ロマ ンス語 の進 化 の早 い時期 か

ら、ポル トガル 語や スペ イ ン語 に 動詞 の活用 形 と して残 って いる のは 、ラテ ン語 の動名詞 で

は形 容詞 的 に使 用 され る形(ge皿n(Go)と 、 ラテ ン語 の分 詞で は過去 分詞 だけで ある。

ラテ ン語 にあ った動名 詞 の数 種 類 か ら、 ポル トガル 語や スペイ ン語 に は、 ラテ ン語文 法で

主 格形 の動名 詞 と呼ばれ る形 しか 残 っ てい な い。 しか し、属格 形動 名詞 に当た る表3の 第二

項 目 「intelligendi」の よ うな形 は残 って い ない。

分詞 で は、 ラテ ン語 に あっ た現 在 分詞 と呼 ばれ る形 が ロマ ンス語 に入 った のは 一部 の場合

の み で ある。 その 場合 で も、 この形 は科 学 的 ・哲 学的 な借用 語 と して受 け入 れ られ 、元 の動

詞 とは異 な った用 い方 をされ 、 また 異 な った 音韻 変化 を受 けてい るの で、 自立 した名 詞 とな

ってい る。た とえば、表3の 「ens」(esseの分詞 ・存 在す るもの)か らポル トガル 語化 したente

は、ポル トガル 語 の存 在動詞 「ser」との類似 性 を失 って無 関係 となって い る。ラテ ン語accidere

(「落 ちる」、また は 「起 こ る」)は ポル トガル 語 で は古語 のcamを 経 て 、一六世 紀 にはす で に

現 代語 のquedar(落 ちる)と な って い るが 、そ の分詞accidensは(本 書にヘル ・ア シテ ンスper

accidens(偶 然 的)の 前置詞 構 造 で使 われ る)ポ ル トガル語 ではacide皿麓とな り、 「事故 、出来

事 」 とい う意 味に なった。

これ らの 例 は、 あ くまで もポ ル トガ ル語 に対 応 す る語形 が存在す る限 られ た場 合 で、 ラテ

ン語 のす べ ての動 詞 に対 して この よ うな ポル トガル語 があ るわ けで はない。 た とえ ば、表3
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の第5項 目 「アベ ンチ ス」 に対応す るポル トガル語 は ない。

表3の4-8の 項 目は 例数 も少 な く、 出現 す る例 の ほ とん どが2語 以 上 の表 現 な ので 、 これ ら

の形 が ラテ ン語 のまま で使 われたの は 、語形 が比較 的 珍 し く、簡 単 に分析 す るこ とが で き な

かっ たか らで あろ う。

表3の919の 項 目は、 ポル トガル 語 ・スペイ ン語 を元 とす る語 で、 和文 にお い て述 語 と し

て用 い られ る。 「～スル 」 の形 を取 る。

例:去 ハ、Dsヨ リ何 事 ヲケ レアル シ玉 フ ソ ト_(164ウ)

マ タメ ン トヲ省 ク者ハ天 狗 ヲ敬 フ者 也。又Dsヲ テ ンタル スル 者也 。(294オ)

つ ま り、本 語 の動詞 が和 文で述語 と して用 い られ る とき 、ポ ル トガル 語(あ るいは スペ イ

ン語)の 不 定法 に基づ いた形 に 「～スル 」の形 をとる よ うに な ってい る。

原 語 の形 につ いて考 えて み る。ほ とん どの例 が ポル トガル 語 に該 当す るが、 ポル トガ ル語

に は存在 しないgenerarは スペ イ ン語 に あ る。 実際 に、 ポル トガル 語 に存在 す る表3の 不 定 法

は、 ポル トガル 語特 有 であ るge職rを除 くとすべ てが スペイ ン語 の語形 とも、語 尾以外 は ラテ

ン語 の語形 とも共通 してい る。

例:interpretaz'(ポ)くinterpretare(ラ)

tentar(ポ)<tentare(ラ)

generar(ポ)<generdre(ラ)

つ ま り、gerarを 除 くと、表3の 仮 名 表記 の形 では 、 ラテ ン語 の形 が ポル トガ ル語 の形 と相

違す るのは末 尾 の 「レ」が ポル トガル 語 におい て 「ル 」 に なっ てい る ところだ け であ る。 語

形が全 部 スペ イ ン語 にあ るわ けであ るが、仮 名本 語全 体で は スペ イ ン語 に しか 存在 しない形

が数 例 のみ であ る こ とか ら、 これ らの 形 は、意 図的 にスペ イ ン語 に され て い る と考 え るべ き

で はない だ ろ う。 む しろ ラテ ン語 に あっ た形 をポル トガル 風 に変 え よ うとい う全体 の方 針 の

中、筆記 グル ー プが迷 い なが ら語形 を決 めた結 果、 スペイ ン語 に一 致す る形 にな った と考 え

るの が適 当で ある。 ラテ ン語generareに 当た るセ ラル、 セ ネ ラル の全23例 の 内 に、 「ネ 」 を行

間 に足 した り、 一旦筆 記 した のを削っ た りす る数 例が 存在 してい る こ とが 、 この事態 を窺 わ

せ る。
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三 お わ りに

ここま で、本語 を品詞別 で見 て き た結 果 、 い くつか の特徴 が分か った。

イ.本 語 を和 文 にな るべ く違 和 感 な く挿入 す るた めの創 意工夫 が施 されて い る。 そ のた め

に 、 限 られ た場合 を例 外 と して、 本語 は 原形 とで もい える、 もっ とも簡 単な形 を とって 、そ

れ に 日本 語 特 有 の助詞 ・助 動 詞 が つ く。 名 詞 は主 格形+格 助詞(も しくは無 標識)、 形 容詞

は主格 形+「 ノ」、 「ナル 」(名 詞 に先 行 す る場 合 は無標 識)、 動 詞 は不 定法+「 スル 」、 副詞

はまれ に 「シテ」 が付 くが、通 常 は無 標識 の 形で 用い られて い る。

ロ.原 語 の文 法的 な要素 も多 く伺 える。2語 以上 に よる構 造 で は語形 は原語 の構文 によ る。

日本語 は数 に対す る規 則 が緩 いが 、 ポル トガル 語式 の複 数形 を とってい る本 語 が多 い。 形容

詞 が名 詞 を修 飾 す る表 現 で は、名 詞 が先 行 す る場合 が 多い。 文法 的性 に よっ て変化 す る形容

詞 で は、原 語 の名詞 を修飾 す る時 、調 和 した形 を とってい る場合が 多い。

ハ.ラ テ ン語 をも とに してい る本語 は、 格、 性 、数(動 詞 は法)な ど、原語 の特徴 を もっ

とも多 く持 って い る とい え る。 これ らの本 語 は、原 語 にお いて珍 しい言 葉で あ る点、 ポル ト

ガル 語 には 訳 しに くい点 、 そ して 日本語 版 におい て も例数 の少 ない点 を共通 に して い る。 多

くの場 合 、表 現 は一 度 だ け出現 して 、そ の意 味 が 日本 語 で説 明 され る。

ラテ ン語 の仮名 本 語が もつ も う一 つ の特 徴 は、 出現 箇所 が 日本 語版 の第二編 「アニ マ ノ上

二付テ 」(2)と 第 二編B「 アニ マ ラシ ヨナル ノ正 体 ハ不滅 ナ リ ト云証事 」(2B)、 また全 書 に散

在 して い る頭注 に比 較的 頻 出 して い る こ とであ る。 日本語版 が ラテ ン語 版 を翻訳 した もので

あ る こ とを考慮 に入 れ る と、 日本 語 版 に 見 られ る ラテ ン語 の形 は よ り原 典 に近い 形 で残 った

もの、 つ ま り手 を余 分 に加 え られ なか っ た もの と考 え られ る。 特 に、 注 には、 ラテ ン語 文や

ロー マ字 の 日本 語文 が あ り、本 書 を筆 記 した者 が 日本 人で あ った として も、 ラテ ン語 文 を よ

り厳 密 に写 した も ので あ る こ とは明 らかで あ る。 この状況 か ら、2と2Bの 筆 記 作業 には ラテ

ン語 の形 を よ り厳 守 しよ うと した ヨー ロッパ人 が 関わっ たの ではない か と考 え られ る。逆 に、

ラテ ン語 が 少 な く、数箇 所 の例 外 を除 く とポル トガル 語、 も しくはポル トガル語 風 に換 え ら

れ てい る残 りの部分 は 、 ラテ ン語 を あま り重 視 しな かった ヨー ロ ッパ 人 の監 視下 で筆 記 され

た ので はな いか と考 え られ る。

今後 は、 「講 義要 綱」 にお け る本 語 の 事態 を明 らか に しっっ 、 ヨー ロ ッパ 人 宣 教 師 と 日本
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人信者 の コ ミュニ ケー シ ョンに用 い られ た言 葉の特徴 を考察 して ゆ く予 定で あ る。
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(2)「 「講義 要綱」 にお け る ローマ字 書 き の本 語 について 」、 國文 學論 叢 、第9号.

(3)「 「講義 要綱 」 にお け る仮名書 き の本語 につ いて」、 国語 国文 第七 十 二巻 、第 六 号.

(4)注3に 同 じ、p.7.
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